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木
戸

中ソ
対立に
つ
い
て
は
すで
に
多くが
語
られて
お

り、
評
者
もそ
れに
つ
い
て
まっ
た
くの
門
外
漢で
は

ない
とい
う乙
と
を
前
提に、
正
直いっ
て
多
少と
も

軽い
気
持で
木
告を
説み
始め
た
が、
読
み
進
むに
つ

れ
て、
そ
う
した
前
提が
とん
で
も
ない
思い
違い
で

ある乙
と
を
痛い
ほ
ど
悟ら
さ
れ
た。
次つ
ぎ
と
指
摘

さ
れ
る
事
実の・怒
外さ
と
歴
史の
重
みに
き
わ
め
て
強

い
衝
撃を・つ
けた。
ま
ずそ
の
点を
告
白し
て
お
きた

第二
次
大
戦
末
期の
ヤル
タ
体
制の
形
成か
ら一
九

五
0
年
代
後
半に
至る
時
期に
か
け
Z、
中
ソ
関
係

は、
た
し
かに
部
分
的
な
摩
擦や
不
協
和
音が
発
生し

て
はい
た
ものの、
基
本
的に
は
中
国
側の
「
向ソ一

辺
倒」
の
立
坊に
み
ら
れ
る
よ
うに、
強
固な
同現
関

係を
基
礎
と
する
友
好
的、
協
力
的
な
も
の
で
あっ

た、
とい
うの
が一
般の
見
方で
あっ
た。
木
挽はそ

うい
う
常
識
的な
中ソ
関
係イ
メ
ージ
を
根本
的に
改

め
る乙
と
を
わ
れ
わ
れに
促
す
だ
けで
な
く、
中ソ
の

旗揚対立
関
係が
戦
後の
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境の
あ
り
方を

決
定
的に
左
右
する
もの
で
あっ
た、
とい
う
大
胞な．

主
張
を
わ
れ
わ
れに
投
げか
けて
い
る
の
で
あ
る。
通

常一
九五
八
年ど
ろに
端を
発
する
と
み
ら
れ
てい
る

中ソ
問の
対立
が、
じつ
は
そ
うで
は
な
くて、
ヤル

タ
協
定そ
の
もの
の
な
かに
班
芽
的
な
か
た
ちで
枠づ

け
ら
れ
て
お
り、
四
九
年か
ら
五
0
年
代
前
半に
か
け

ての
中ソ
会
談、
朝鮮
戦
争、
高
崩
事件な
ど
を
め
ぐ

っ
て
両
国の
関
係は、
表
面
上の
ご
辺
倒」
路
線と

は
逆に
極
度の
緊
張を
は
らん
だ
もの
に
な
り、
五
八

年の
激
発
に
至る
まで
に
すで
に
対立の
構
図は
決
定

さ
れ
てい
た、
とい
うの
で
あ
る。
さ
らに、
ス
タ
ー

リシ
の
中
国に
た
い
する
さ
ま
ざ
まの
野
心
と
そ
れに

た
い
する
毛
沢
東の
側の
強い
反
発が、
戦
後の
ア
ジ

アの
冷
戦と
熱
戦の
あ
り
方を
方
向づ
ける
もっ
と
も

重
要な．要
因の一
つ
で
あっ
た、
と
する
の
が
本
替の

基
本
的
な
主
題で
ある。

乙
の
時
期、
すな
わ
ち一
九
四五
年
か
ら
五
九
年
ま

で
の
期
間
の
中ソ
関
係は、
「ま
え
が
き」
に
お
い
て

触れ
ら
れ
てい
る
よ
うに、
わ
が
闘で
は
従
来
断
片的

に
し
か
取
り
上
げ
られて乙
な
かっ
た
よ
うで
ある。

そ
の
原
因は、
戦
後
国
際
環
境の
歴
史
的
特
質を
明
ら

かに
する
とい
うス
ケ
ール
の
大き
な
作
業の
な
か
で

中ソ
関
係を
位置づ
ける
構
想が乙
れ
ま
で
乏
し
かっ

た乙
とに
あ
る
が、
そ
れ
以
外に
共産
閤
研
究の
常
と

して
資
料
的
制
約
が
大
きかっ
たと
とに
も
ある
で
あ

ろ
う。
本
容の
な
か
で
著
者は、
最近
米
国で
公
開さ

れ
た
外
交
文
書や、
文化
大
革
命と
中ソ
対立の
高ま

りの
な
か
で
公
表さ
れ
た
裏
面

史資料や、
毛
沢
東の

非
公
開
文献
やフル
シ
チョ
フ
の
回
想
録な
ど
を
全
面

的に
活
用
する乙
とに
よ
り、
乙
れ
ま
で
隠さ
れ
て
い

た
窓
味
付
けや
事
実の
脈
絡を
採
り
だ
すこ
とに
成
功

し
て
い
る。

本
替
は
全
体で
八つ
の
章か
ら
な
りたっ
てい
る。

序
章「
中ソ
対立の
構
造
と
P
地
政
学
乙
で
は、
ま

ず
中ソ
対立
を
分
析
する
理
論
的
視
角として、
四つ

のレベ
ル
の
対立
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
る。
そ
れ

は、
『
ω
民
族的
対立
な
い
し
は
ナショ
ナ
リ
ズ
ム
の

相
孤、
ω
国
家
的
対立
ない
しは
国
家エ
ゴ
イズ
ム
の

対
立、
ωイ
デ
オロ
ギ
ー
的
対立
ない
し
は
教
義上の

異
端
者同
士
的
対立、
ω政
府
聞の
対
立な
い
し
は
外

交上の
対立」
で
あ
る。
乙
れ
ら
すべ
て
は
『
霊
閥
的

に一
体
化」
してい
る
が、

ωωの
対立が
歴
史
的に

根
深
く、
和
解
困
難で
あ
るの
に
た
い
し
て、

ωωの
92 
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そ
れ
は
状
況の
変
他に
応じ
て
変
動し
や
すい
もの
で

ある。
その
さい、
民
族
問ない
し
国
家
間の
対立の

観
点か
ら
みて、
モ
ン
ゴ
ル、
東
北
（「満
洲」）、
新

路とい
う
両問
問の
「
接
触
領
域」
は、
双
方の
ナシ

ョ
ナ
リズ
ム
の
扱
突の
舞
台で
ある
とい
う
窓
味で
の

「
中
間
地
帯」
を
形
成し、
他
方、
朝
鮮
半
島
は一
種

の
「
緩
街
地帯」
だっ
た
とい
う「
地
政
学的
状
況」

を
ま
ず確
認
する乙
と
を
説
者は
求
め
ら
れる。
そ
う

し
た
状
況の
もとで、
毛
沢
東は
お
そ
くまで
外モ
シ

ゴ
ル
が
中
国の一
部と
な
る乙
と
を
予
想し、
他
方、

ス
ター
リン
は
東
北
と
新
組に
もソ
述
影
響
下の
政
樹

が
樹
立さ
れると
と
を
期
待し
た
の
で
あ
り、
そ
うい

う
思
惑が
戦
後の
アジ
ア
世
界を
か
た
ちづ
くる
重
要

な
要議
と
なっ
た
の
で
ある。

第一
章「アジ
アの
冷
戦と
中ソ
関
係」
に
おい
て

は、
「冷
戦」
が
朝鮮
戦
争
前後で
は
な
く
「
す
で
に

ヤル
タ
体
制の
展
開
構
造そ
の
もの
の
な
か
で
発生」

してい
たの
で
あ
り、
ヤル
タ
体
制は
「
極
東に
お
け

る
ソ
速の
著しい
優
位」
を
保
証
する
反
面、
中
闘を

M
人
身
御
供d
に
し、
「
中
国
ナショ
ナ
リズ
ム
の
帰
結

する
方
向：：：
をい
さ
さ
か
も
組み
込ん
で
い
な
かっ

た」
とい
う
点で
根
本
的
な
矛
盾
を
は
らん
で
い
たと

と
が
明
ら
かに
さ
れ
る。
そ
うい
う
もの
と
し
ての
ヤ

ル
タの
密
約は、
「
束ア
ジ
ア
の
戦
後
国
際
環
境
の
形

成の
プロ
セ
ス
を
決
定
的に
左
右」
した
の
で
ある。

し
か
も、
アジ
ア
に
お
け
る「
冷
戦」
ほ、
中
国の
将

来を
含ん
だ
「そ
の
輪
郭が
不確
定」
で
あ
り、
「ヨ

ーロ
ッ
パ
の
よ
うに
構
造
化さ
れ
え
な
かっ
た」
た
め

に、
「一
挙に
沸勝
点に
逮し、
熱
戦
化せ
ざ
る
を
え

な
かっ
た」
とい
える。

第二
章「
米中
関
係の
心理
と
宿
命」
は、
戦
後の

アジ
ア
の
冷
戦
構
造
が
形
成
さ
れ
る
過
程に
お
ける
米

中
間の
誤
算と
ディ
レ
ン
マ
を
扱っ
て
い
る。
米
中
関

係は、
「
民
族
的かっ
イ
デオロ
ギー
的な
深
い
限
擦

に
根
ざ
す
中ソ
関
係と
違っ
て」
「
永
く
培
わ
れ
た
親

和の
紐
帯」
に
よ
り
結ぼ
れ
て
きた。
ア
メ
リ
カ
の
ア

ジ
ア
政
策の
基
調に
は
「つ
ねに
中
国に
た
い
する
十

全の
配
慮と
中
国
民
族に
た
い
する
畏
敬の
念が
潜
ん

で
い
た」
し、
他
方、
毛
沢
東の
側
も
戦争
末
期に、

「わ
れ
わ
れ
中
国
人
は、
ソ
述の
援
助
を
待つ
て
はい

な
い」
「ア
メ
リカ
は
た
んに
中
国の
経
済
開
発
を
援

助
す
るの
に
もっ
と
もふ
さ
わ
しい
国とい
うだ
けで

な
く、
ア
メ
リカ
は
中
国と
完全に
提
携し
て
ゆ
ける

唯一
の
図で
も
ある」
と
発言し
て
い
た
の
で
ある。

し
か
し、
「
国
共
両
党を
と
もに
十
分
満
足
さ
せ
得
な

い
不透
明かつ
あい
まい
な」
対
翠
政
策
を
とっ
て
い

た
ア
メ
リカ
政
府は、
国
共
内
戦に
お
ける
共産
党
側

の
優
勢と
と
もに
「
中
国チト
1
化」
へ
の
期
待
と

「
中
国
喪
失」
へ
の
苛
立
ちに
ゆ
さ
ぶ
ら
れ、
そ
う
し

た
ヂィ
レン
マ
の
結
品で
ある
『
中
悶
白
書』
を
発
表

する乙
とに
よっ
て、
さ
らに
搬しい
内外の
集
中
砲

火
を
浴
び
る。
トル
lマ
ン
政
権は、
一
九五
O
年
初

頭の
中ソ
交渉に
お
ける
深
刻な
亀
裂
を
十
分に
見
抜

け
ず、
国
内で
はマ
ッ
カ
ーシ
ー
旋
風
攻
取
に
出
合

い、
「
中
国チト
l
化の
喪
失」
に
直
面
し、
や
が
て

「
決
定し
た
政
策と
まっ
た
く
逆
行
する
戦
略
を
展
開

する乙
とに
なっ
た
の
で
ある」。

乙
の
微
妙な
時
期の
中ソ
関
係は、
節三出品「
毛
沢

東とス
ター
リン」
に
おい
て
取
り
上
げ
ら
れる。
ス

ター
リン
は
毛
沢
東を
「マ
ー
ガ
リン・
マ
ル
クス
主

義
者」
と
み
な
し、
閑
共
内
戦の
期
間
中
蒋介
石政
抑制

を
認
知しつづ
けた
が、
そ
れ
に
た
い
し
て
対米
宥和

政
策を
実
施して
い
た
毛
沢
東の
側は、
四
九
年七
月

に
「
向ソ一
辺
倒」
を
写冨し
て
大
き
く
方
向
転
換
を

し
た。
乙
の
方
向
転
換の
もっ
と
も
軍
要な
嬰
因
は、

著
者に
よ
れ
ば「
毛
沢
東の
強
烈
な
対ソ・
ナショ
ナ

リズ
ム
を
実
現
する
た
めの
戦
術
的
配
雌」
で
ある
と

さ
れ
る。
周
年八
月
以
降
中
悶
各
地で
い
さ
さ
か
不
自

然
なソ
連
とス
ター
リン
に
た
い
する
称
賛キャ
ンペ

ーン
が
進
行
する
な
かで、
毛
沢
東は
同
年
末
か
ら
翌

五
O
年に
か
けて
訪ソ
し、
中ソ
友
好
同
盟
相
互
援
助

条
約
が
結ぼ
れ
る。
と
のモス
クワ
会
談は、
表
而
上

の
友
好
協
力ム
lド
と
は
袈は
らに、
新
岡家
述
設
直

後の
最
高
指
導
者がニヵ
月
も
国を
留
守に
せ
ざ
る
を

え
な
い
ほ
ど
緊
迫し
た
もの
で
あ
り、
ス
ター
リン
が

「
不
凍
港と
鉄
道
を
はじ
め
と
する
さ
ま
ざ
ま
な
利
権

を
要
求」
し
た
の
に
た
い
し
て、
毛
沢
東はの
ちほ
ど

「
私
とス
ター
リン
はモ
ス
ク
ワ
で
ニ方
月い
い
争っ

2手
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， 、
た」
と
語っ
た
よ
うに、
粘
り
強い
抵
抗を
示し
た
の

で
あっ
た。

第
四
寧
『
朝
鮮
戦
争と
中ソ
対
立」
に
おい
て
は、

が
謎
だ
ら
けの
戦
争＃
で
あ
る
朝
鮮
戦
争が
真
正
面
か

ら
取
り上．けら
れ
る。
そ
の
さい、
近
年ア
メ
リカ
側

の
機密
文
書が
公
開さ
れ、
すで
に
公
刊さ
れ
てい
た

資料と
あ
わせて、
「
従
来の
仮
説や
遇
税
を
あ
る
い

は
覆
え
し、
あるい
は
検
証」
する乙
と
を
可
能に
し

た乙
と
が、
著
者がと
の
問
題に
ひ
と
き
わ
カ
を
入
れ

て
取
り
組
む
背
長と
なっ
てい
る。
ま
ずア
メ
リカ
政

府の
対
応で
あ
る
が、
五
O
年一
月に
そ
れ・は「
斡
国

と
台
湾を
も
は
やア
メ
リカ
の
戦
略
的
対
象
か
ら
除

外」
する乙
と
を
決
定し、
「
危
機
発
生につ
い
て
の

深
刻な
誤
算の
な
かで、
ひ
と
た
び
戦
争が
勃
発
する

や
事態の
霊
大性に
驚
く
周
章
狼
狽ぷ
り」
を
示し、

乙
とに
「
中
図
書戦の
可
能
性をまっ
た
く
予
見し
得

な
かっ
た、
も
し
くは
見くびっ
て
い
た」
な
どの
点

が
明
ら
かに
さ
れる。
他
方、
共
産
主
我
陣
営の
側の

対応で
あ
る
が、
著
者は
そ
れに
閲
する
『
諸
説」
を‘

紹
介し
た
の
ち、
乙
の
戦
争が
結
局は
「民
族
解
放
戦

争」
と
し
て
必
然
的に
勃
発した
もの
で
あっ
た
との

「
仮
説」
を
提
示
し、
中ソ
の
態
度に
検
討
を
加え
る。

こ
とに
中
国に
閲
述
し
て、
の
ちほ
ど
明
ら
かに
さ
れ

る
よ
うに
中
国はソ
速の
朝
鮮
戦
争との
か
か
わ
り
方

.. ,. 

に
強い
不
満
を
も
ち、
五
O
年の
建
軍
節に
は
「
ソ
連

讃
美に
終
始し
てい
た
中
国
首
脳が、
中
国
参
戦
後の

翌五一
年の
建
軍
節で
は
も
は
やソ
述
を
称え
て
い
な

い」
乙
と
が
示
さ
れ
て
お
り、
興
味深い。
さ
らに
詮

目
すべ
き乙
と
は、
中
国の
朝
鮮
参
戦
の
動
機
が、

「ソ
述
軍が
再び、：：：
当
時は
親ス
ター
リン
的
な
高

閲
支
配
下の
東
北
（「
満洲」）
に一
挙に
進
駐し
か
ね

な
い
とい
う
危
倶を
中
国
側が
深
刻に
感じ
てい
た」

乙
とに
あ
る、
と
する
評
価が
行な
わ
れてい
る乙
と

で
あ
る。
つ
ま
り、
「い
まや
東
北のH
防
衛H
乙
そ、

台
湾
解
放
以
上に
中
国に
とっ
て
切
実な
課題
に
転じ

て
い
た
の
で
あ
り、
そ
れ
は、
マ
ッ
カ
l
サ
l
戦
略
か

らの
H
防
衛H
で
あ
る
以
上に、
よ
り
直
接
的に
はソ

速の
東
北
再
占
領か
らの
g
防
衛d
で
あっ
た
よ
うに

思
わ
れる」
と
さ
れ
る。
そ
し
て、
「
朝鮮
戦
争
が
中

ソ
対立の
重
要な
歴
史
的
段
階を
刻ん
だ
とい
う
窓
味

で
も、
乙
の
戦
争は
戦
後
国
際
政
治
史の
ク
ラ
イマ
ッ

クス
だっ
た」
と
する
主
張が
生ま
れる
の
で
あ
る。

第五
章は、
「
｛尚
崩事
件と
東北
を
め
ぐる
中
ソ
関

係」
の
分
析に
あて
られ
る。
東
北
地
方
の
党、
行

政、
軍を一
手に
握っ
てい
た
高
岡と、
車
京の
最
高

指
導
者で
あっ
た
餓
激
石に
た
い
し
て、
ス
タ
ー
リン

死
後の
五
三
年三
月の
時
点で
毛
沢
東は
批
判を
行な

い、
五
五
年三
月の
段
階に
なっ
て
筒
尚ら
は
京
北
を

「
独立
王
国た
ら
し
めよ
うと
した」
と
し
て
公
然
と

告
発さ
れ
た。
著
者は、
乙
の
事件が
「
中ソ
悶の
抗

争の一
環に
位
置づ
け
うる
重
大
事
件で
あっ
た
との

仮
説」
を
実
証
的に
検
証しよ
うと
する。
そ
し
て
事

件の
経
過
や
中ソ
の
高
閣にた
い
する
評
価の
変化に

つ
い
て
分
析し、
毛
沢
束、
劉
少
奇、
周
思
来、
郵
小
平

と．の
関
係につ
い
て
詳
細に
考
証
を
進め
る。
ス
ター

リン
の
隣
接
地
域にた
い
する
対
外進
出の
方
法は、

東
欧
諸
国で
み
ら
れ
た
よ
うに、
「ま
ず
第一
に
軍
事

占
領、
第二
に
現
政
府を
利
用しつ
つ
そ
の
根
威を
都

う乙
と、
館三
に
は
内戦や
局
地
戦
を
利用しつ
つ
相

手
国
共
産
党を
支
持
する乙
と」
に
あっ
た
が、
第三

の
点につ
い
て
は
土
器の
共産
主
義
勢
力が
増
強
さ
れ

る乙
と
を
欲せ
ず、
ソ
述
仕込みの
親ソ
派を
送
り込

ん
だ。
ス
タ
ー
リン
が
商
闘を
通じ
て、
北
京の
中
央

もし
ら
ない
貿
易協
定を
京
北
人
民
政
府と
結び、’
独

自の
か
た
ちで
人
的
交
流を
進め
た
の
も、

同地にソ

速の
影
響
下に
あ
る
「
独立
王
国」
を
築かせ、
そ
れ

を
通
じ
て
党
中
央の
権
力を
悲
取さ
せよ
う
と
した
た

め
で
あっ
た。
乙
の
事
件に
現
われ
た
中ソ
の
角逐の

根
深
さ
に
改め
て
驚か
さ
れる。

第六
章
「
中ソ
関
係の
緩
和
と
破
局」
に
お
い
て

は、
五
三
年三
月のス
ター
リン
の
死
前後か
ら
五
八

年に
中ソ
聞に
破
局が
到
来する
まで
の
期間の
中ソ

関
係が
取
り
扱
わ
れる。
ス
タ
ー
リン
の
死後
中ソ
関

係は
急
テン
ポ
で
改
善
さ
れ、
ソ
速
か
ら
大規
模な
新

規の
援
助が
与
え
ら
れ
た。
五
四
年
秋にはフル
シ
チ

ョ
フ
ら
が
訪
中し、
旅
順口
か
らの
ソ
連
軍の
撤退、
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新
砲の
中ソ
合
弁
会
社
解
散
な
ど
を
含
む一
0
項目の

宣
言、
協
定な
どの
文
書が
署
名さ
れ、
中
国の
F
対

ソ
平
等
化d
が
前進
した。
五
六
年二
月の
ソ
述
共産

党第二
O
回
大
会で
フル
ジ
チョ
フ
が
打
ち
出
し
た

「ス
タl
リジ
批
判」
に
た
い
して、
毛
沢
東は一
面で

歓
迎し、
他
面で
許
容し
え
ない
とい
う
「
両
義
的
な

心
境」
を
味わっ
た
が、
五
七
年一
一
月のモ
ス
クワ

会
談の
さ
い
に
は
両
者の
稀が
深まっ
た。
「
毛
沢
東

に
とっ
て、
ソ
述
共産
党
節ニ
O
回
大
会で
の
フル
ν

チョ
フの
問
題
提
起が
最
初の
戸惑い
で
あっ．た
と
し

た
ら、
今
回は、
その
戸惑い
が
確
執へ
と
発展
した

露
大な
契
機
と
な．っ
た」。
と
の
よ
うに
確
執
を
増
し

ていっ
た
中ソ
関
係は、
五
八年
互の
台
湾
海
峡
危
機

を
きっ
か
けに
破
局へ
と
進
ん
でい
く。
七
月
末か
ら

八
月
初めに
フル
シ
チョ
フ
がマ
リノ
フス
キ
l
国
防

相ら
を
伴っ
て
事
前の
発
表な
しに
訪
中し、
中ソ
述

合
艦
隊や
共
同
軍
事
電
波
体
制の
設
置
を
申し
入れ
た

が、
中
国は
そ
れ
を
拒
否した
ば
か
りか、
台
湾
海
峡

の
金
門
島砲
撃を
決
定して
い
た
の
に
そ
れ
に
は一
言

も
触
れ
な
かっ
た。
八
月
下
旬の
金
門
島砲
撃はソ
速

の
要
求に
た
い
する
回
答で
あ
り、
中国は
重
大な
国

際
危
機を
作
り
だ
すこ
とに
よ
り米
台
関
係と
中ソ
条

約の
両
方の
有
効性
を
試
した
の
だ、
と
著
者はい
う。

危
機に
さい
して、
ダレ
ス
は
「
戦
争
瀬
戸際政
策」

を乙こ
ろ
み、
フル
シ
チョ
フ
は
「
中
国と
扶を
分つ

ζ
と
を
決め
た」
の
で
あ
り、
と
の
危
機
は
「
核
時
代

に
お
ける
米
中ソ
模擬
戦
争
と
しての
歴
史の
教
訓
を

さ
まざ
ま
な
意
味に
おい
て
現
代
史の一
ペ
ージ
に
刻

印した
の
で
あっ
た」
と
さ
れ
る。

終
草
「
中ソ
対
立の
神
話」
で
は、
ま
ず
「
現
代
史

に
お
ける
陥
界と
しての
後
知
恵」
が
問
題
に
さ
れ

る。
朝
鮮
戦
争が
「そ
れ
に
か
か
わっ
た
米・
中・
ソ

三
国の
誤
算の
相
乗の
う
えに
冷
戦か
ら
熱
戦に
転
化

した」
よ
うに、
歴
史の
経
路
は
何
E
もの
誤
算
や
不

決
断に
よっ
て
決
定さ
れ
る。
そ
れ
を
後
世の
歴
史
家

は、
し
ば
し
ば
当
事
者が
完全
情
報
と
十
分な
行
動
能

力に
恵
ま
れ
てい
た
かの
よ
うに
評
価し
て
判
断を
下

す乙
と
が
あ
る
が、
そ
れ
が
「
後
知
恵の
錯
誤」
で
あ

る。
歴
史の
諸
条
件を
さ
まざ
まに
仮
定し
て
FHH

とい
う
問い
か
けを
するの
も
「
後
知恵」
の一
極だ

が、
そ
れに
反
して「歴
史の
文
脈に
根づ
い
たP託
ι

が
あ
り
うる
し、
そ
うい
う
P托d
乙
そ
取
り
上
げら

れ
るべ
きで
あ
る。
中ソ
関
係に
も
そ
の
題
材
が
多

い。
た
と
え
ば
ア
メ
リカ
政
府が一
方で
「
中
国チ
ト

l
化」
の
予
測
と
期
待を
も
ち、
そ
の
意
味で
「
歴
史

の
文
脈に
根づ
い
たFUS」
に
気づ
きな
が
ら、
そ
れ

を
具
体
的な
政
策
と
して
実
行し
え
な
かっ
た
例
な
ど

がそ
れ
に
あた
る。
最
後に
著
者は、
「
中ソ
の一
枚

岩
的
団
結
とい
う
神
話」
が
崩
壊した
今
回、
「
そ
の

・
反
作
用
と
し
て
で
あ
ろ
うか、
今
度は
永
遠の
中ソ
対

立とい
う
新し
い
神
話が
生
成し
は
じ
めてい
る」
乙

と
を
指
摘し、
最
初に
提
起し
た
理
論
的
視
角に
立
ち

戻る。
四つ
のレベ
ル
の
対立
構
造
の
う
ち、
「
民
族

的、
国
家
的
対立」
の
面か
ら
すれ
ば
中ソ
対
立
は
き

わ
め
て
根
深い
が、
「
党
間
対立、
政
府
間
対
立」
の

レベ
ル
で
は
「
調
整
可
能
な
条
件が
すで
に
出て
きて

い
る」。
「
中ソ
関
係の
将
来を
宿
命
的
な
対立の
図
式

に
の
み
固
定して
展
望
すると
とは、
歴
史の
文
脈に

根づ
い
た
P任a
を
再び
見
失
う乙
とに
な
る
か
もし

れ
ない」。四

政
治
学
者に
よ
る
鋭い
問
題
関
心
と
歴
史
学者に
よ

る
綿
密
な
史料
渉
猟
を
あ
わせ
もっ
た
本
書に
つ
い
て

．
は、
教
示さ
れ
ると
との
み
多く、
批
判すべ
き
点は

ほ
とん
ど
み
う
け
ら
れ
ない
の
で
ある
が、
よ
り
以
上

の
教
示を
得た
い
点を
あ
えて
二、
三
指
摘して
お
き

た
b。ま

ず
初め
に、
序
章で
み
ら
れ
た
理
論
的
視
角、
乙

とに
四つ
のレベ
ル
の
対立
構
造と
い
う
分
析
方
法

は、
木
容全
体に
わ
たっ
て
生
か
さ
れ
て
はい
る
もの

の、
一
章か
ら六
立
まで
の
木
文の
な
かで
よ
り目
的

意
識
的に
展
開さ
れ
てい
れ
ば、
本
書は
もっ
と
立
体

的
な
構
成と
内
容を
もっ
て
い
た
の
で
は
ない
か
と
思

わ
れ
る。
中ソ
対立の
理
論
的
抑制
下
げは
ほ
と
ん
ど
ま

だ
試
み
られ
てい
ない
難
事業で
あ
る
が、
そ
れ
だ
け

に
本
舎の
著
者に
は
脱
出人分
析に
そっ
た
か
た
ちで
そ

の
鋭い
問
題
提
起を
発
展さ
せて
くれ
る乙
と
を
期
待

評
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し
うる。

次応、
著
者のい
う「
中
間
地
桔」、
毛
沢
東
の
言

採で
は
「ニ
つ
の
植
民
地」
の
う
ち、
東
北（「満
洲」）

に
つ
い
て
は
満
足
し
うる
全
面
的
な
考
察が
み
ら
れ
る

が、
も
う一
つ
の
新
踏に
つ
い
て
も、
そ
れ
と
同
様に

精
力
的
な
分
析
を
加えてい
た
だ
きた
い。
四
四
年か

ら
四
九
年に
か
けて
新
孤
省で
発
生
し
た
い
わ
ゆ
る

コニ
区
革
命」
の
性
格は、
ソ
迎との
関
係
も
含
め
て

大
変複
雑な
よ
うで
ある
が、
少な
くと
もそ
れ
が
本

舎の一
貫し
た
主
題の
な
か
に
ど
う
位
置づ
け
ら
れ
る

の
か
を
示し
て
ほ
し
かっ
た
と
考える。

また、
小さ
な
点で
は
ある
が、
ソ
速の
第二
O
回

党
大
会で
「ス
ター
リン
批
判」
を
含む
新
路
線が
提

起さ
れ
た乙
とに
た
い
する
毛
沢
東の
反
応
は、
コ戸

惑い」
とい
うよ
り
は
もっ
と
強い
反
発
で
は
な
かっ

た
か。
ま
た
同じ
五
六
年の
ポ
ー
ラン
ド
政
変やハ
ン

ガ
リー
動
乱に
さい
して、
た
し
かに
中
国
は
表
面
的

に
は
「ソ
述
中心」
を
掲
げてハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
収
拾

に
積
極
的に
動い
た
け
れど
も、
その
過
程を
も
合
め

て
「
大
国ショ
l
ずィニ
ズム
批
判」
を
執
動に
打
ち

出
し
て
お
り、
事
態の
な
り
ゆ
き
全
般に
た
い
して
き

わ
めて
強
烈な
危
倶と
反
感
を
抱い
た
と
は
み
ら
れ
な

い
だ
ろ
うか。
中ソ
対
立の
発
端
を
第二
O
回
大
会に

お
く
見
解の
誤
り
は
本
笹
全
体が
見
事に
証
明
する
と

と
ろで
ある
が、
に
もか
か
わ
ら
ず五
六
年に
毛
沢
東

の
側が
感じ
た
強い
違
和
感
を、
対
立
を
も
う一
歩進

め
るパ
ネ
と
なっ
た
要
素
と
し
て
も
う
少し
大き
く評

価してい
い
の
で
は
ない
か
と
思
わ
れ
る。

さ
らに、
中ソ
対
立の
持
続
性
を
展
望
する乙
と
は

容
易で
は
ない
が、
一
方で
は
「
永
遠の
中ソ
対
立
と

い
う
新しい
神
話」
を
否
認
する乙
と
に
共
感
を
抱
き

な
が
ら、
他
方、
部
小
平
時
代に
「
毛
沢
東の
対ソ
認

識・
対ソ
態
度と
根本
的に
異なっ」
た
「
旧
実
椴
派

の
対ソ
認
識・
対ソ
態
度」
が
復
活
する
と
予
測
する

の
に
もた
め
ら
わ
ざ
る
を
え
ない。
毛
沢
東の
よ
う
な

感
情的な
対ソ
反
感が
背
後に
退
く反
面、
「
四
つ
の

現
代
化」
の
進
行に
伴い
ナショ
ナ
リズム
の
気
速
は

少な
くと
もか
な
り
長い
期
間ま
すま
す
強ま
り、
著

者の
分
類で
い
え
ば
「
民
族
問
対
立、
悶
家
間
対
立」

の
基
盤が
む
し
ろ
強
化
さ
れ
る
と
み
る
の
は
不
自
然で

ある
うか。

全
体を過
し
て
叙
述の
重
複がい
く
ら
か
み
ら
れ、

い
さ
さ
か
気に
なっ
た
が、
そ
れ
は
比
較的
短い
期
間

の
もつ
れ
あっ
た
中ソ
関
係に
多
方
面か
ら
照
明
を
あ

て
る
作
業に
おい
て
は、
避
け
ら
れ
ない乙
と
か
もし

れ
な
い。

と
も
あ
れ、
乙
うい
う
学術
的
な
書
物に
よ
くみ
ら

れ
る
よ
うな
論
文
集で
は
な
く、
「全
部で
約
六
五
O

枚の
書き
下し
膝
稿か
ら
成っ
てい
る」
本
舎は、
そ

れ
だ
け一
貫した
構
想
と
充
実し
た
実証で
すべ
て
が

統一
さ
れ
て
お
り、
読
者
をと
ら
えて
離さ
ない
魅
力

を
もっ
てい
る。

終章に
い
うよ
うに、
「ヤ
ル
タ
体

制の
形
成か
ら
五
0
年
代後
半の
秘
め
ら
れた
中ソ
決

裂にい
た
る
時
期の
中ソ
関
係は、
そ
の
『正
史』
と

『
裏
面
史』
のパ
ラ
ド
ッ
クス
とい
う
点に
おい
て
も、

現
代
史に
お
ける
もっ
と
も
刺
戟
的
な
国
際
関
係で
あ

っ
た」。
わ
れ
わ
れ
は乙
乙
に
通
史と
し
て
の
「
裏
面

史」
を
手に
してこ
れ
ま
で
の
「正
史」
がい
かに
虚

構の
う
えに
築か
れ
て
い
た
か
を
痛
感せざ
る
を
えな

い。
そ
の
窓
味で、
木
容は
共産
闘
研
究に
関
心
を
抱

く
すべ
て
の
人
に
とっ
て、
貴
重な
資産と
な
る
で
あ

ろ
う。

． ・b
ハきど・
しげる
神戸大学〉
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